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い な ぎ ☆ デ ー タ ア ラ カ ル ト                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
出 生 者                

 

 

 

 

 

１日あたり 2.2人 

（18年度事務報告書） 

死 亡 者                
 

 

 

 

 

１日あたり 1.2人 

（18年度事務報告書）

婚 姻       （届出件数）
 

 

 

 

 

１日あたり 2.1件 

（18年度事務報告書）

 
離 婚       （届出件数）
 

 

 

 

 

１日あたり 0.5件 

（18年度事務報告書）

 
転 入 者                

 

 

 

 

 

１日あたり人16.6 

（18年度事務報告書） 

転 出 者                
 

 

 

 

 

１日あたり人11.4 

（18年度事務報告書）

１ 世 帯 あ た り 人 数                   

 

 

 

 

 

      2.40人 

 （20年1月1日現在） 

 
人 口 密 度                

 

 

 

 

 

１㎢あたり  4､433人

（20年1月1日現在） 

 
市 税 負 担 額                
（一般会計） 

 

 

 

 

１人あたり157､825 円 

（18年度決算額） 

予 算（一般会計）
 

 

 

 

 

１人あたり288.942円

（18年度決算額） 

図 書 館 蔵 書 数                
 

 

 

 

 

１人あたり5.5冊 

（18年度） 

 
公 園 面 積                

 

 

 

 

 

１人あたり11.1㎡ 

（19年4月1日現在） 

 
市職員１人あたり市民 

 

 

 

 

 

       180人 

（19年4月1日現在） 

救 急 車 出 場 回 数

 

 

 

 

 

１日に  8.9件 

（19年） 

交 通 事 故 発 生 数                   

 

 

 

 

 

１日に 3.1件 

（19年多摩中央警察の管轄内） 

 
ゴ ミ（処理量） 

 

 

 

 

 

１日あたり43トン 

（18年度） 

 
し 尿（処理量） 

 

 

 

 

 

１日あたり 4㎘ 

（18年度） 

水 道（給水量） 
 

 

 

 

 

1人1日あたり0.291m 

（ﾆｭｰﾀｳﾝ区域を除く）

ＪＲ乗車人員(３駅）

 

 

 

 

 

１日あたり  20.031人

（18年度） 

 
私鉄乗車人員(３駅) 

 

 

 

 

 

１日あたり  23.912人

（18年度） 
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参　考　資　料　　１　７　７

行 政

市 議 会 議会事務局 次 長 庶務調査係　　議事係

庶務係　　学務係　

〔市の組織〕 政 策 室 政策担当グループ　　行政管理グループ 教 育 長 教 育 部 教職員係

社会教育係　　生涯学習推進係

企 画 部 協 働 推 進 課 協働推進係　　女性青少年係 参　　事 体育係

財 政 課 財政係 庶務係　　中央文化センター係　

課 税 課 市民税係　　土地係　　家屋係 第二文化センター係　第三文化センター係 　

納 税 課 納税係 第四文化センター係　城山文化センター係

小学校・中学校

総 務 課 総務係 第一給食係　　第二給食係

人 事 課 人事給与係　　研修厚生係 庶務係　　奉仕係

総 務 部 秘 書 広 報 課 広報広聴係　　秘書係

情 報 管 理 課 文書法制係　　

契 約 管 財 課 契約係　　管財係 選挙係

電 子 情 報 課 電子情報係

監査係

市 民 課 市民窓口係　　戸籍係　

平尾出張所　　若葉台出張所 農地・振興係

保 険 年 金 課 年金係　　国民健康保険係

生活環境部 経 済 課 消費生活係　　農政係　　商工係

市 長 副市長 環 境 課 ごみ・リサイクル係　　環境保全係　　

下 水 道 課 業務係　　施設管理係　　計画工事係

水 道 課 庶務係　　業務係　　配水係

生 活 福 祉 課 地域福祉係　　生活福祉係 副 市 長

高 齢 福 祉 課 高齢福祉係　　地域支援係　　介護保険係　

福 祉 部 障 害 福 祉 課 障害福祉係

健 康 課 健康推進係

子育て支援課 児童係　　保育係

まちづくり推進課 都市計画係　　開発指導係

緑 と 建 設 課 道づくり係　　緑と水の係　　建築営繕係 薬剤係

都市建設部 管 理 課 管理係　　交通対策係　　維持補修係

区 画 整 理 課 事業係　　南武線・三駅整備係 事務部 管理課 庶務係　　財務係　　施設整備係

参　　事 開 発 調 整 課 開発調整係 医事課 外来係　　入退院係

坂浜診療所

会 計 課 会計係

総 務 課 庶務係

消防本部 消 防 長 消 防 署 長 警 防 課 警防係　　救急係　　防災係 資料　：　企画部政策室

予 防 課 予防係　　査察指導係 平成20年1月1日現在

会計管理者

監 査 委 員

市 長

〔市立病院の組織〕

１　７　６　　参　考　資　料

薬剤科

副院長

選挙管理委員会 事 務 局

検査担当課長

学校教育課

第一保育園　第二保育園　第三保育園　第四保育園　第五保育園

組 織

学校給食共同調理場

固定資産評価審査委員会

図 書 館

農 業 委 員 会

院　　長

教 育 委 員 会

診療部 内科　　呼吸器科　　循環器科　　消化器科　　神経内科

指 導 室

文化センター課

生涯学習課

体 育 課

看護部 看護科

事 務 局

事 務 局

血管外科担当

栄養科　　健診科　　外科　　整形外科　　脳神経外科　

産婦人科　　皮膚科　　泌尿器科　　眼科　　耳鼻咽喉科

リハビリテーション科　　救急科　　麻酔科　　手術室担当　　

精神科　　小児科　　放射線科　　人工透析科　　検査科



 

 参 考 資 料 

 

              稲 城 市 の あ ゆ み                                        

 

明治２２年 １８８９年   矢野口村、東長沼村、大丸村、百村、坂浜村、平尾村の六か村合併 

                稲城村誕生（人口 3,750人） 

３０年 １８９７年    村役場建設 

大正１０年 １９２１年    矢野口、東長沼の鶴川街道沿いに電灯がつく 

昭和 ４年 １９２９年   南武鉄道（現、ＪＲ南武線）川崎－立川間 開通 

  １０年 １９３５年    多摩川原橋開通 

  １４年 １９３９年    多摩火工厰（現、米軍多摩サービス補助施設）設置 

  ２４年 １９４９年    押立及び常久の一部が北多摩郡多磨村より編入、現在の市域となる 

  ３２年 １９５７年    町制施行（人口10,125人、 2,036世帯） 

  ３５年 １９６０年    簡易水道事業開始 

  ３９年 １９６４年    多摩川衛生組合（ゴミ、し尿）設立 

  ４０年 １９６５年    上水道事業開始、多摩ニュータウン都市計画決定 

  ４１年 １９６６年    南武線複線化 

  ４２年 １９６７年    町章（現市章）が決定 

  ４５年 １９７０年    稲城消防署発足（職員19人、ポンプ車１台、救急車１台）、平尾団地入居開始 

  ４６年 １９７１年    市制施行（人口36,800人、11,999世帯） 

                多摩ニュータウン稲城地区事業承認、市立病院移築完成 

  ４８年 １９７３年    中央文化センター開館、市の木（イチョウ）、市の花（梨）制定 

  ４９年 １９７４年    京王相模原線京王よみうりランド－多摩センター間開通 

                上水道都営一元化、広報無線放送開始 

  ５０年 １９７５年    稲城市基本構想策定 

  ５６年 １９８１年    市制10周年（人口47,856人、14,981世帯）、市民憲章制定、市庁舎完成 

                公共下水道着工、市立病院でＣＴ装置が始動 

  ５７年 １９８２年    保健相談所開設、福祉センター開館 

  ５９年 １９８４年    市立病院窓口事務コンピューターを導入 

                稲城市民憲章推進協議会発足、分別収集を開始 

  ６０年 １９８５年    ５月15日人口５万人に、下水道の供用開始 

  ６１年 １９８６年    老人ケアセンター事業、デイ・ホーム事業開始、住民登録事務の電算化スタート 

  ６２年 １９８７年    大丸親水公園完成、ニュータウン第一住区を向陽台と命名 

  ６３年 １９８８年    向陽台入居開始 

平成 元年 １９８９年    稲城生誕 100周年を迎える 

   ２年 １９９０年    第二次長期総合計画「基本構想」策定、平尾地区の町界町名地番整理事業施行 

   ３年 １９９１年    市制20周年（人口59,154人、21,304世帯） 

                稲城市平和都市宣言、北海道女満別町と姉妹都市提携 

                稲城中央公園総合グラウンド、野球場オープン 

   ４年 １９９２年    ６月４日人口６万人に、第二次稲城市土地利用基本計画策定 

                総合体育館オープン、（財）いなぎグリーンウェルネス財団設立 

   ５年 １９９３年    矢野口、稲城長沼、南多摩駅周辺区画整理事業スタート、ごみ非常事態宣言 

   ６年 １９９４年    ニュータウン第二住区を長峰と命名 

７年 １９９５年    稲城大橋有料道路、稲城インターチェンジ開通 

            チーム運営ホームヘルプサービス開始 

            長峰入居開始 
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平成 ８年 １９９６年   長峰地区第二期入居開始 

     ９年 １９９７年     第二次長期総合計画修正基本計画策定、保健センター開設、シルバーピア開設 

 南武線連続立体交差事業着手、ＢＭＸ環太平洋選手権大会開催 

１０年 １９９８年   ナイター照明付多目的広場が若葉台公園内に完成 

               是政橋・多摩川原橋の片側車線開通、クリーンセンター多摩川完成 

               新市立病院開院 

稲城市消防団50周年、稲城市消防本部開設30周年 

１１年 １９９９年   若葉台入居開始 

 稲城市役所若葉台出張所開設、第二給食調理場開設                          

１２年 ２０００年   ｢稲城市まちをきれいにする市民条例｣ 制定           

１３年 ２００１年    稲城市制施行30周年（人口70,033人、28,186世帯） 

第三次長期総合計画｢基本計画｣策定 

                クリーンセンター多摩川と市立病院間の余熱利用温水システム竣工  

１４年 ２００２年    稲城市循環バス｢iバス｣本運行開始 

   １５年 ２００３年    はつらつワーク稲城開設 

   １６年 ２００４年    市立病院アドボカシー相談室開設 

                ｢ふれんど平尾（旧第八小学校）｣開設 

   １７年 ２００５年    地域振興プラザ開館 

                南武線高架化第一期工事完了 

   １８年 ２００６年    中央図書館開館・城山体験学習館開館 

                     上谷戸緑地体験学習館開館 

                市立学校アドボカシー相談室開設 

                北海道大空町（女満別町と東藻琴村の合併により誕生）と姉妹都市提携 

   １９年 ２００７年    尾根幹線開通 

介護支援ボランティア制度開始 

地方自治法施行60周年記念総務大臣表彰（団体表彰）を受賞 
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   稲 城 市 章                           ＣＩシンボルマーク・ロゴ                              

    （昭和42年10月14日制定）            （平成８年７月19日制定） 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の木  イチョウ                                  市の花            梨 
      （昭和48年11月１日制定）                       （昭和48年11月１日制定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

循環バスの愛称 ｢ｉ バス｣ 
           あい バス   

（平成１４年９月） 

 
 

 

 

 

稲城市のＣＩ活動推進のシンボルマーク。稲城

の「ｉ」を形象化し、楕円は梨に代表される豊かな

実りを、曲線は稲城の自然を、全体で未来に向

かって発展する力を表現しています。 

いなぎの「い」を図案化したもので、円満な

市政と、将来に向かって限りない発展を象

徴しています。 

 

苗木も入手しやすく植栽も簡単です。公害に

強く、街路樹に適しており、品位もあることか

ら市の木に選定されました。 

 

梨は、江戸時代・元禄期から栽培され始め

たといわれており、現在も稲城市の特産物

となっています。春には白い花が咲きます。

稲城市循環バスの愛称は ｢ｉ（あい）

バス｣です。市のイニシアル ｢ｉ（あい）｣ 

と、愛バス、逢いバスの意味がこもって

います。 
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稲
城
市
平
和
都
市
宣
言 

 
 

 
 

 
 

 

（平
成
三
年
三
月
七
日 

制
定
） 

 

か
け
が
え
の
な
い
、
こ
の
美
し
い
地
球
を
守
り
、
世
界
の 

 

恒
久
平
和
を
願
う
人
々
の
心
は
共
通
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

現
行
憲
法
に
貫
か
れ
た
平
和
の
精
神
を
も
と
に
、
非
核 

 

三
原
則
を
遵
守
し
、
世
界
の
人
々
と
手
を
携
え
て
、
人
類 

 永
遠
の
平
和
を
築
く
こ
と
が
私
た
ち
の
責
務
で
す
。 

 

 
 

 

市
民
憲
章
の
心
を
基
本
理
念
と
し
て
、
私
た
ち
は
真
の 

  
 

平
和
と
幸
せ
を
望
み
、
こ
の
ま
ち
に
住
み
、
こ
の
ま
ち
を 

  
 

愛
し
、
い
つ
ま
で
も
平
和
で
友
愛
に
満
ち
た
心
の
ふ
る
さ
と 

  
 

稲
城
を
つ
く
る
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。 

  
 

 

こ
こ
に
稲
城
市
制
定
二
十
周
年
の
年
を
迎
え
、
平
和

へ 

  
 

の
誓
い
を
新
た
に
決
意
し
、
稲
城
市
が
平
和
都
市
で 

 
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。 

 
 

 

 

 
 

稲
城
市
民
憲
章 

 
 

 
 

 
 

（昭
和
五
十
六
年
十
一
月
一
日 

制
定
） 

 
縄
文
の
昔
か
ら
緑
豊
か
な
多
摩
の
横
山
と
多
摩
川
の
清
流
に 

は
ぐ
く
ま
れ
た
私
た
ち
の
ま
ち
稲
城
。 

私
た
ち
は
、
こ
の
ま
ち
に
住
み
、
こ
の
ま
ち
を
愛
し
、 

い
つ
ま
で
も
平
和
で
友
愛
に
満
ち
た
心
の
ふ
る
さ
と
、 

稲
城
市
を
作
る
た
め
に
、
市
民
憲
章
を
定
め
ま
し
た
。 

市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
こ
の
憲
章
を
心
の
道
し
る
べ
と
し
て
、 

よ
り
豊
か
な
ま
ち
と
な
る
よ
う
協
力
し
ま
し
ょ
う
。 

 

一 
 

太
陽
と
緑
を
た
い
せ
つ
に
し
、 

 
 

 
 

土
の
香
り
の
あ
る
ま
ち
を
作
り
ま
し
ょ
う
。 

 

一 
 

市
民
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、 

 
 

 
 

助
け
合
っ
て
住
み
よ
い
ま
ち
を
作
り
ま
し
ょ
う
。 

 

一 
 

年
よ
り
や
こ
ど
も
を
い
た
わ
り
、 

 
 

  

若
い
力
を
育
て
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 

 

一 
 

心
身
と
も
に
健
や
か
に 

 
 

  

笑
顔
で
働
け
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 

 

一 
 

伝
統
を
尊
び
、
文
化
を
高
め
、 

 
 

 
 

未
来
に
展
望
が
も
て
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 

 


